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水泳で単元内自由進度学習 

これまでの私の授業は、教師主導

で進められ、子どもたちがどのよう

に教師の指導についてきたかを評価

する形式が主でした。しかし、こう

した一斉指導だけでは限界があるこ

とは、不登校児童の増加といった現

象にも表れており、学習の在り方に

エラーが起きていると言っても過言

ではありません。 

また、VUCA と呼ばれる予測困難

な時代において、これまでの授業ス

タイルだけでは、2050 年や

2060 年を生きる子どもたちに本

当に役立つ資質・能力を身につけ

させることができるのか、疑問が

残ります。 

そこで、今年度の水泳の授業では、全 6 時間という限られた時間の中で、「自由進度学習」に

取り組むことにしました。この学習方法を水泳で導入した理由は、主に二つあります。 

 

1 つ目：技能差が大きいこと 

  どの領域でもあることですが、水泳も技能差が大きい領域で

す。一人ひとり課題や困りが違い、授業でどこに焦点を当てるか

難しいものがあります。「誰一人取り残さない」授業を考えた

時、授業者が一部の子の困りや一つの技能の習得に焦点を当てる

より、全体を俯瞰する立場に立つことの方が有効な場合があると

考えられます。 

 

2 つ目：自由な学習がしやすい単元であること 

水泳は、他の運動単元に比べて個別に学習しやす

い特性があります。例えばボール運動では、参加人

数に対してボールの数が限られているため、学習へ

の参加機会に偏りが出てしまいます。しかし、水泳

の場合は、水着と水泳道具を持参していれば、全員

が等しく運動学習に取り組むことができます。 

 

このような理由から、自由進度学習という形を取り入れることで、子どもたち一人ひとりが自

分のペースや課題に応じて学ぶことができる環境を整えました。 

・堀哲夫・中島雅子『一枚ポートフォリオ評価論 OPPA

でつくる授業―小学校編―』（2024）東洋館出版社 p.74

より筆者改変 

 



<学習環境づくり> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※バックナンバー「22.6 水絵授業が充実する 10 の小物たち」も参照してください。  

今年もプール上空には、「背浮き」「背泳ぎ」用のロープを

張っています。 

自由に使える小物たち 



<自立性支援> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴールを登山に例えたら、今は何合目？と

聞いてみました。 

「困り」の解決方法は？ 

子どもたちの「困り」を見て、授業者側からも学習資料（動画）を一部配布しました。 

子どもたちは任せた分、

主体的に学習に取り組ん

でいました。 



<児童の自己評価> 
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今回は６時間限定の「自由進度学習」でした。「自由進度学

習」と「一斉指導」を振り子のように繰り返すことが、子

どもたちの資質・能力を一番伸ばせるのかなと感じた次第

です。 

見ていて気持ちが良いぐらい、

学びに没頭していた子どもたち 


